
2026 年 9 ⽉ 17 ⽇ 

2026 年 春・父島のオガヒワ 4大ニュース 

① オガサワラカワラヒワの人工育雛
じんこういくすう

に初成功しました！ 
 
＜要旨＞ 
・絶滅危惧種オガサワラカワラヒワの⽣息域外保全で、初めての⼈⼯育雛に成功しました。 
・⼈⼯育雛技術は、絶滅危惧種の飼育技術の確⽴において⾮常に重要であり、また野⽣個体

群の救護技術としても将来必要となるものです。オガヒワにおける初めての⼈⼯育雛の
成功は技術的ブレイクスルーであり、種の保全上の⼤きな⼀歩となりました。        

（東京都事業/受託：NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
左上：6 ⽉ 25 ⽇時点（5 ⽇齢）の⼈⼯育雛個体（体重 2.65g） 
右上：7 ⽉ 11 ⽇時点（21 ⽇齢）の⼈⼯育雛個体（体重 14.52g）。この⽇に巣⽴ちと判定。 
左下：6 ⽉ 27 ⽇時点（7 ⽇齢・体重 3.76g）での⼈⼯育雛の様⼦ 

いずれも⽗島の東京都施設 
 

【連絡先：NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所 04998-2-3779 i-bo@ogasawara.or.jp】  
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2026 年 春・父島のオガヒワ 4大ニュース 

② 父島の飼育拠点が増え、新施設で繁殖に成功しました！ 
 
＜要旨＞ 
・⼩笠原⾃然⽂化研究所では（公財）JAC 環境動物保護財団の助成を得て、新たに飼育舎 A

を増設しました。 
・これまでの飼育下繁殖の知⾒を反映させてオーダーメイドで建設した飼育舎 A では、1 ペ

アの繁殖に成功し、ヒナ 3 ⽻が巣⽴ちました。 
・⽗島島内の飼育拠点が増えたことで、繁殖飼育のために待機する“予備個体”の解消に繋が

りました。 
（NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所事業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上段：新設したオーダーメイドの飼育舎 A の外観と内部 
下段：繁殖に成功し、無事巣⽴ったヒナ 3 ⽻ 
 

【連絡先：NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所 04998-2-3779 i-bo@ogasawara.or.jp】  
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2026 年 春・父島のオガヒワ 4大ニュース 

③ 人工育雛個体を含むヒナの訓練飼育を開始しました！ 
 
＜要旨＞ 
・⼩笠原⾃然⽂化研究所では（公財）JAC 環境動物保護財団の助成を得て、新たに飼育舎

B を増設しました。 
・オガサワラカワラヒワの飼育舎として初めて可動式トレーラーハウスを導⼊しました。 
・⼈⼯育雛個体を含む巣⽴ちヒナの運動能⼒向上と社会性獲得の訓練を⽬的とした、集合

飼育を初めて試⾏しました。 
（NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所事業、協⼒：⼩笠原村） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上段：可動式トレーラーハウス型の飼育舎 B の外観と内部 
下段：⼈⼯育雛個体を含む巣⽴ちヒナ 4 ⽻の訓練飼育 
 

【連絡先：NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所 04998-2-3779 i-bo@ogasawara.or.jp】  



2026 年 9 ⽉ 17 ⽇ 

2026 年 春・父島のオガヒワ 4大ニュース 

④ 同一の繁殖ペアが春季に 2回の連続繁殖 

に初めて成功しました！ 
 

＜要旨＞ 
・1 回⽬の繁殖を終えたペアが、その後 2 回⽬の産卵を⾏い、4 ⽻のヒナが巣⽴ちました。
春季に 2回連続で繁殖成功が確認されたのは初めてです。 

・2026 年春季は官⺠協働により⽗島全体で 3 ペア 4 回の繁殖に成功し、合計 13 ⽻のヒナ
が巣⽴ちました。 

・今後、オガサワラカワラヒワの⽣息域内保全および⽣息域外保全が加速する可能性を⽰唆
しています。 

（東京都事業/受託：NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所）＋（⼩笠原⾃然⽂化研究所事業） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上段：1回⽬の繁殖（4卵産卵・3 ⽻の巣⽴ち直前） 
下段：2回⽬の繁殖（4卵産卵・4 ⽻の巣⽴ち直前） 
 

【連絡先：NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所 04998-2-3779 i-bo@ogasawara.or.jp】  
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1．経緯と成果 

・ワークショップ開催からの流れと 2026 年の域外保全⽬標 
 オガサワラカワラヒワ（通称：オガヒワ）の絶滅危機を回避するため、2020 年に開催さ
れた「オガサワラカワラヒワ保全計画づくりワークショップ」において⽣息域外保全の開始
が提⾔されました。これを受けて、2021 年から⽗島（東京都施設）においてオガサワラカ
ワラヒワ飼育下繁殖の取り組みが始まりました（東京都事業）。しかし、2024 年までに野⽣
個体群の回復が⾒られなかったことに加え、飼育下繁殖に⼀度も成功していなかったこと
から、2025 年に開催された「第 2回オガサワラカワラヒワ保全計画づくりワークショップ」
において、⽣息域外保全の加速が提⾔されました。これにより、⼩笠原⾃然⽂化研究所およ
び上野動物園においても飼育が開始され、2025 年 5 ⽉、3 施設で初の繁殖成功に⾄りまし
た。2026 年は、飼育下での繁殖成功の再現と、飼育規模の拡⼤がテーマとなりました。 
 
・これまでの繁殖実績と今季に得られた成果の意味 

2026 年は、これまでに⽗島の東京都施設では 2 ペアの繁殖に成功しました。ペア A では
4 ⽻が孵化し、2 ⽻は給餌不⾜により死亡、2 ⽻は無事に巣⽴ちました。ペア B では 4 ⽻が
孵化し、3 ⽻は⾃然育雛で巣⽴ちましたが、1 ⽻では⺟親からの給餌不⾜が発⽣しました。
放置すれば死亡する可能性が⾼く、本種で初めての⼈⼯育雛に挑戦し、無事に巣⽴たせるこ
とができました。⼈⼯育雛技術は、絶滅危惧種の飼育技術の確⽴において、また将来必要な
野⽣個体群の救護技術としても⾮常に重要です。今回のオガヒワにおける初めての⼈⼯育
雛の成功は、重要な技術的ブレイクスルーであり、種の保全上の⼤きな⼀歩となりました。
なお、その後同ペア B において 2回⽬の産卵が確認され、4 ⽻が孵化し、4 ⽻とも⾃然育雛
で巣⽴ちました。1シーズンに 2回連続の繁殖成功が確認されたのは初めてであり、今後の
オガヒワ⽣息域内保全および⽣息域外保全が加速する可能性を⽰唆しています。 

さらに、⼩笠原⾃然⽂化研究所では（公財）JAC 環境動物保護財団からの助成を受けて、
2025 年度末に 2つの飼育舎を新たに増設しました。飼育舎 A は、これまでの飼育知⾒を反
映させたオーダーメイドの飼育舎です。絶滅危惧種の保全現場では、新たな⼯夫と改良によ
り試⾏錯誤を続けることが⼤切です。飼育舎 A では、建造後すぐにペア C の繁殖に成功し
3 ⽻のヒナが巣⽴ちました。今後の飼育舎増設において、設計モデルの 1つとなりました。
飼育舎 B は、コンパクトトレーラーハウス（トレーラーハウスデベロップメント株式会社）
を特注で改良したものです。飼育舎 B では、オガヒワで初の試みとなる⼈⼯育雛個体の運
動能⼒向上と、社会性獲得の訓練へ向けた集合飼育を開始しました（同腹きょうだい 4 ⽻
で実施）。オガサワラカワラヒワの保全でトレーラーハウス型飼育舎を導⼊するのは初めて
です。飼育実績のあるパッケージ施設を移動させることが可能であり、設置後すぐに実戦投
⼊できるという新しいコンセプトの可能性を体現しました。 

2026 年春季は官⺠協働により⽗島全体で合計 13 ⽻のヒナが巣⽴ちました。その過程で、
2 年連続の繁殖成功、飼育下繁殖個体からの新世代の誕⽣、初めての⼈⼯育雛の成功、ヒナ
専⽤の訓練飼育の試⾏など、本種の⽣息域外保全を進めるうえで今後に繋がる多くの成果
が得られました。  
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2. ⽗島で飼育中のオガサワラカワラヒワおよび繁殖状況 
 オス 6 ⽻、メス 4 ⽻、今年⽣まれのヒナ(オス 2 ⽻、性別不明 11 ⽻)  合計 23 ⽻ 
 
 東京都施設 
  ペア A：2026 年 5 ⽉ 6〜9 ⽇ 4卵産卵 

5 ⽉ 21〜22 ⽇ 4 ⽻孵化 
5 ⽉ 25 ⽇ 2 ⽻死亡 
6 ⽉ 9〜10 ⽇ 2 ⽻巣⽴ち 

  ペア B：2026 年 6 ⽉ 4〜8 ⽇ 4卵産卵 
      6 ⽉ 19〜21 ⽇ 4 ⽻孵化 
      6 ⽉ 22 ⽇ 1 ⽻を⼈⼯育雛へ移⾏ 
      7 ⽉ 7〜8 ⽇ ⾃然育雛の 3 ⽻巣⽴ち 
      7 ⽉ 11 ⽇ ⼈⼯育雛個体の巣⽴ち判定 
      7 ⽉ 24〜27 ⽇ 4卵産卵（2回⽬） 
      8 ⽉ 8〜10 ⽇ 4 ⽻孵化 
      8 ⽉ 25〜28 ⽇ 4 ⽻巣⽴ち 
 
 ⼩笠原⾃然⽂化研究所施設 
  ペア C：2026 年 5 ⽉ 30 ⽇〜6 ⽉ 1 ⽇ 3卵産卵 
      6 ⽉ 14〜16 ⽇ 3 ⽻孵化 
      7 ⽉ 2〜3 ⽇ 3 ⽻巣⽴ち 
  ペアD：繁殖なし 
 
3. 国内の飼育状況 
   ⽗島：合計 23 ⽻ 
   上野動物園：合計 7 ⽻ 

井の頭⾃然⽂化園：合計 1 ⽻ 
 

4. 公開および取材について 
  飼育施設の⼀般公開は予定していません。 
 
 
 
 

  



2026 年 9 ⽉ 17 ⽇ 

5. オガサワラカワラヒワに関する過去のニュース 
 
1）⽇本固有の⿃が 1 種増える！？ ―海洋島で独⾃に進化を遂げた希少種オガサワラカワ

ラヒワ―（森林総合研究所・2020 年 5 ⽉ 27 ⽇） 
https://www.ffpri.go.jp/press/2020/20200527/index.html 
 
2）オガサワラカワラヒワの飼育を開始しました（上野動物園・2025 年 3 ⽉ 25 ⽇） 
https://www.tokyo-zoo.net/topics/news/ueno/144_29072_2025-03-25.html 
 
3）オガサワラカワラヒワのヒナが巣⽴ちました！（⼩笠原⾃然⽂化研究所・2025 年 7 ⽉

29 ⽇） 
http://www.ogasawara.or.jp/ibohome/wp-
content/uploads/2025/07/38bd93fc9d866d6ef20bf601d7506c79.pdf 

 
4）オガサワラカワラヒワが巣⽴ちました（上野動物園・2025 年 7 ⽉ 29 ⽇） 
https://www.tokyo-zoo.net/topics/news/ueno/204_29259_2025-07-29.html 
 
5）オガサワラカワラヒワ・初孫誕⽣！！（⼩笠原⾃然⽂化研究所・2026 年 6 ⽉ 24 ⽇） 
http://www.ogasawara.or.jp/ibohome/wp-
content/uploads/2026/06/6389b8402d6e6f110cdca9ff66bcef36.pdf 
 
6）飼育下⽣まれのオガサワラカワラヒワのペアが繁殖しました！（上野動物園・2026 年 6

⽉ 24 ⽇） 
https://www.tokyo-zoo.net/ueno/news/11863/index.html 
 
7）オガサワラカワラヒワの飼育を開始します（井の頭⾃然⽂化園・2026 年 8 ⽉ 26 ⽇） 
https://www.tokyo-zoo.net/inokashira/news/12712/index.html 
 
 
 
 
 
 
【連絡先】NPO 法⼈ ⼩笠原⾃然⽂化研究所 

〒100−2101 東京都⼩笠原村⽗島宮之浜道 
電話：04998-2-3779  e-mail：i-bo@ogasawara.or.jp 
担当）◎鈴⽊ 創・堀越 宙・飴⽥洋祐・神⾨英夫 
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